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（目的） 

第１条 この要領は、保健所及び依頼検査機関（以下「検査機関」という。）が行うＨＩＶ・梅毒抗体検査について必要な事項を定める。 

（検査機関及び業務） 

第２条 保健所は、検査の受付、カウンセリング及び検査受診者（以下「受診者」という。） 

 に対する検査結果の告知を行う。 

２ 検査機関は、採血、スクリーニング検査及び確認検査を行い、保健所に対し検査結果 

 の報告を行う。 

３ 検査の項目はＨＩＶ抗体検査及び梅毒抗体検査とし、梅毒抗体検査はＨＩＶ抗体検査を行う場合にのみ、同時に実施できるものとする。 

（匿名検査） 

第３条 検査は、匿名検査を希望する受診者に対しては匿名で行う。 

（検査の受付） 

第４条 検査の申込みは、ＨＩＶ・梅毒抗体検査申込書により行う。 

第５条 検査の受付に際しては、ＨＩＶ迅速検査の結果が判定保留（陽性又は判定不能）の場合、スクリーニング検査又は確認検査が必要であ

ることを受診者に説明し、あらかじめ同意を得なければならない。 

２ 梅毒抗体検査の場合はスクリーニング検査のみであることを説明し、あらかじめ同意を得なければならない。 

（検査料金） 

第６条 ＨＩＶ・梅毒抗体検査に係る手数料は無料とする。 

（採血時のカウンセリング） 



第７条 保健師が必要なカウンセリングを実施し、カウンセリング記録票を作成する。 

（採血） 

第８条 採血は、医師又は医師の指示により保健師等が行う。 

（採血日） 

第９条 保健所での採血日時は、保健所長が別に定める。 

（採血場所） 

第１０条 採血は、受診者のプライバシーを十分に保てる場所で行う。 

（迅速検査） 

第１１条 迅速検査は、臨床検査技師が行う。 

２ 検査機関は、判定結果について速やかにＨＩＶ・梅毒迅速検査結果に記入し保健所に報告する。 

３ 検体にはＨＩＶ抗体検査依頼書、梅毒抗体検査依頼書を添付する。 

（感染性廃棄物の処理） 

第１２条 使用済みの採血針、手袋、脱脂綿等は、感染性廃棄物として処理する。 

（スクリーニング検査及び確認検査） 

第１３条 ＨＩＶ迅速検査の結果が判定保留（陽性又は判定不能）の場合、保健所は検査機関にスクリーニング検査及び確認検査を依頼する。 

２ 検体にはＨＩＶ抗体検査依頼書、梅毒抗体検査依頼書を添付する。 

（検査結果の報告） 

第１４条 検査機関は前条の検査を行った後、検査結果について保健所長へ速やかに報告する。 

（検査結果の告知者） 

第１５条 保健所長はＨＩＶ・梅毒迅速検査結果又は前条の結果報告に基づき、受診者に検査結果を告知する。 

２ 保健所長に事故があるとき等やむを得ない場合は、保健所長が指定する者が行う。 

（検査結果の告知方法） 

第１６条 ＨＩＶ・梅毒迅速検査結果の告知は、原則として検査当日に行う。 

２ 告知にあたっては、必要なカウンセリングを実施する。 

３ ＨＩＶ迅速検査の結果、判定保留（陽性又は判定不能）の場合はスクリーニング検査又は確認検査が必要であることを受診者に十分に説明

し、結果の告知については、概ね２週間以内の適当な時間を指定し、再度来所してもらう。 

４ 梅毒抗体検査が陽性の場合は医療機関への受診を勧める。 

（検査結果通知書の交付） 



第１７条 受診者（実名により検査を実施したものに限る。）が、検査結果について通知書の交付を求める場合は、ＨＩＶ抗体検査結果通知書

交付依頼書・梅毒抗体検査結果通知書交付依頼書を保健所長へ提出する。 

２ 保健所長は、前項に基づきＨＩＶ抗体検査結果通知書・梅毒抗体検査結果通知書により通知する。 

（確認検査陽性者への指導） 

第１８条 保健所長は、確認検査の結果が陽性である者に対しては、医療機関での精密検査が必要であることを説明し、医療機関を紹介すると

ともに必要な保健指導を行う。 

２ 保健所長に事故があるとき等やむを得ない場合は、保健所長が指定する者が行う。  

（県への報告） 

第１９条 保健所は、各月ごとにＨＩＶ抗体検査及びエイズ一般相談実施状況について速やかに福島県に報告する。 

（台帳整理） 

第２０条 各月ごとにＨＩＶ・梅毒抗体検査受診者台帳を整理し、保存する。 

（秘密の保持） 

第２１条 ＨＩＶ・梅毒抗体検査に従事した者は、検査に関して職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。 

（文書の取扱） 

第２２条 この要領に基づき作成した文書は、その保存について十分な注意を払う。 

（参考文書） 

第２３条 ＨＩＶ・梅毒抗体検査の実施については、この要領に定めるもののほか保健所におけるＨＩＶ抗体検査の実施について（平成３年２

月４日付け健医感発第９号・健政計発第９号通知）に従わなければならない。 

（雑則） 

第２４条 この要領に定めるもののほか、ＨＩＶ抗体検査の実施について必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

 この要領は、平成１７年７月５日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成２１年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この要領は、平成２３年４月１日から施行する。 

     附 則 

 この要領は、平成２６年４月１日から施行する。 



   附 則 

 この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成３１年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この要領は、令和５年４月１日から施行する。 


